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中央区 小野柄青少年育成協議会

小野柄地区では、 季節に応じ てさ まざま

な活動をし ていますが、 中でも 七夕まつり 、

三世代交流、 も ちつき 大会には大勢の人が

集まり ます。

三世代交流は、 地域の掲示板や児童館、

学校で広報し 、 みんなで輪投げ大会をし ます。

も ちつきは、 昔ながら の杵と 石臼を使う

ため、 子ども たちには貴重な体験と なっ て

いると 思います。 ほかにも 新春の集いでみ

んなで太鼓を叩いたり 、 ク リ ーン作戦や、

一年を通し て見守り 活動も 実施し ています。

こ れから も 、 子ども から 高齢者まで行事

を通じ て地域のみんなが交流し 、 助け合う

きっ かけになるよう な活動をし ていけたら

と 思っ ています。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 会長　 寺田　 節子）

東灘地区青少年育成協議会　 本二支部

青少協本二支部では、 P TA や地域の諸団

体と 協力し 、 子ど も たち が安心安全に過ご

せる よ う に様々な 活動を 行っ ていま すが、

中で も 子ど も たち が楽し める イ ベン ト に力

を入れています。

昨年は、 2 月に好き な漢字と その理由を書

く 「 漢字一文字コ ン テスト 」 、 4 月に大学生

と 交流する 「 甲南大生と 遊ぼう 」 を 開催し 、

7 月に子ども たち が作っ た灯ろ う を 夜間に小

学校で展示し まし た。 また1 1 月には、 プラ

ネタ リ ウム観賞と ペッ ト ボト ルロ ケッ ト の

打ち 上げも 行いま し た。 準備はな かな か大

変ですが、 子ども たち の喜ぶ様子を 励みに、

支部のス タ ッ フ が各自の得意分野で 頑張っ

て 、 ワイ ワイ がやがや、 にぎ やかに活動し

ています。 （ 支部長　 黒田　 朋弘）

■ 私たちの地域活動を紹介し ます ■

ペッ ト ボト ルロケッ ト （ 舞い上がれ！）

楽し い餅つき 大会

灯ろ う （ 暗く なると も っ と き れい）

まちをキレ イ に!ク リ ーン作戦

三世代が交流する輪投げ大会

漢字一文字コ ンテスト （ 文字を選んだ理由も 素敵） プラ ネタ リ ウム（ いざ、 星の世界へ）
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青少年 守ろ う 伸ばそう  地域から
令和4 年度　 青少年育成市民運動推進目標

文化・ スポーツ・ 社会活動の各分野で活躍し た青少年を表彰する「 こ う べユース賞」 の今年度

の受賞者が決まり まし た。 （ 大会成績は、 令和3 年1 月から 令和4 年1 2 月の2 年間

の内容が対象。 表彰式は実施し ません。 ）

文化部門： 個人9 名・ 団体6 団体、 スポーツ 部門： 個人4 0 名・ 団体7 団体 　

（ 社会部門： 該当なし ）

受賞さ れたみなさ ん、 おめでと う ございます。 今後の一層の飛躍と 活躍を 期待

し ています。

本たよりは、「 神戸市グリ ーン調達等方針」に

係る判断基準を満たす紙を使用し ています。

お店は昭和2 4 年に現在の

場所で創業し 、私で2 代目で

す。「 守る店」は、今から 1 5 年

ほど前に青少協育成委員の方から お声

がけいただき、登録しまし た。

ここ 数年は、コ ロ ナ禍により 開催でき

ていませんが、8 月には「 夏休み宿題塾」

を1 0 年ほど続けてきまし た。2 0 人ほどの子ども たちが、週

に2 回自治会館に集まって一緒に宿題をするのですが、それ

だけでなく 、我々大人が地域の歴史の話や自作の紙芝居を

し て、地域について知ってもらう 場になっています。子ども た

ちは熱心に聞いてく れます。

また、2 年に1 回ですが校区内にチラシで呼びかけ、「 防災

運動会」も 開催し ています。大人から 子ども まで多いと きは

2 5 0 人程度が集まり 、消火器の使い方はも ちろん、クイズや

ゲームで楽し みながら 防災について学んでいます。昨年の秋

には小学校へ行き、4 年生に阪神淡路大震災について話しま

し た。年末には2 0 人ほどで一週間、夜間の見回り 活動も 行

いまし た。

またこ れも 1 0 年以上になりますが、登校時間にはお店の

前に立ち 、あいさ つをし ています。年明けには、子ども たち

が、毎朝のあいさ つに対するお礼の手紙を持ってきてく れた

ので、店内に貼っています。

お店には、小さ い子も お客さ んとし て来ます。計算ができ

ずに「 これとこ れ足したらなんぼ？」と 聞いてく る子も います。

そんなと きは、お小遣いを使いながら自然に覚えら れるよう

に一緒に計算し ます。今までで危険な目にあい、お店に駆け

込んでく る子ども はいませんでし たが、子ども たちと の会話

で気になること があった場合などは、その場所まで一緒に見

に行く よう にし ています。

以前は公園に子ども がたく さ んおり 、集団で遊んでいまし

たが、いつの頃から か、集団で遊ぶ子ども が少なく なってい

るよう に思います。コロナの影響も あるのかもし れません。

私が子ども の頃は、公園に１０ ～２０ 人ぐらいが集まり、かく

れんぼや鬼ごっこ をし ていまし た。近所の大人たちが見守っ

てく れていると いう 安心感がありまし た。

こ の辺り は震災の影響で、まち の様子が大きく 変化しまし

た。単身世帯が増え、横のつながりが持ちにく く なっています

が、将来若い人がまちを維持し ていく ために、今から 横のつ

ながり を作っていく こと が必要だと 考えています。そのため

に、こ れから も きっかけになるよう な活動を続けていきたい

と 思っています。

六條商店　 神戸市兵庫区（ 兵庫地区青少年育成協議会入江支部）

六條　 進 さ ん

ひと こ と

○あいさ つで地域を元気に

今年も 、 ３ 月１ 日（ 水）から ４ 月 3 0 日（ 日）まで「 あい

さ つ運動特別強調期間」 を実施し ます。みなさ んのあい

さ つで、地域を明るく 、元気にし ていき まし ょ う 。

○子ども たちに安全を

スマート フ ォ ン の普及によ り 、 子ども たち と 他者と

の関わり が見えにく く なっ ています。 気軽に話せる 環

境を作るこ と で、 子ども の安全を守り まし ょ う 。

子どもたちとの「ふれあい」の機会を持ちましょう 子どもたちが安心して過ごすことのできるまちに

第41回こう べユース賞 若者たちの活躍を讃えて個人49 名、13 団体を表彰

受賞者はこ ち ら より

ご覧いただけます

青少年育成市民運動　 春季強調期間 令和５ 年３ 月15日～
令和５ 年４ 月15日


